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スキー学習の成果スキー学習の成果
仲間作りもしっかりできました

恒例のスキー学習が１月１８日～２０日の２泊３日の日程でおこ
なわれました。小学１年生から中学２年生までの児童・生徒の参加
です。何と言っても嬉しかったのは、一人も欠ける事なく、またイ
ンフルエンザの影響もなく実施できたことです。昨年はインフルエ
ンザの急激な蔓延で、予定を切り上げて帰校しましたが、今年は全
員元気でスキー学習に存分取り組むことができました。

１年生や転入生は、スキーが初めてと言う人もいましたが、３日
間の特訓の甲斐あって、それぞれに大きな上達が見られました。

また、一つ屋根の下で寝食を共にする事で仲間としての結びつき （ゲレンデにて）
が深まりました。この宿泊学習の成果を生かして、今後の学校生活
を充実したものにしてほしいと願っています。

ここに、児童の感想を紹介します。
○最後の日は全員でいろいろな所にいきました。こけたりしたけ
れどついて行けて良かったです。去年よりも、うまくすべれたし、
全員が参加できて、いいスキー学習になりました。また来年も来
るのが楽しみです。
○最初は全く滑れませんでした。(中略)はじめてやったけど、最
高におもしろかったです。また行きたいです。 （楽しい食事風景）

以上のように、スキー技能の上達に、また仲間としての集団生活に、
大きな手応えを感じたようです。

特別授業「心豊かに生きるために」特別授業「心豊かに生きるために」

広い社会に出て行く前に知ってほしいこと広い社会に出て行く前に知ってほしいこと

今、社会全体の規範意識の低下が指適されています。当然、大人の
姿を見て育つ子ども達にもその傾向が見られます。残念ながら他府県
と比較しても、京都の問題行動件数は決して少なくありません。実際
に携帯電話やインターネット、薬物など、時代を反映した様々な子ど
もを取り巻く問題が報告されています。本校においては、他校に比較
にならないほど、学校生活は平穏ですが、やがて子ども達は広い世界
に出て行き、嫌でも世間の風にさらされます。

人生の落とし穴にはまらぬよう、問題となる事実を知り、賢く判断
できる力が必要です。そこで、京都市教育委員会生徒指導課が中心と
なって、特別授業を市内各校で実施しています。講師の先生は、少年
非行対応の専門家が担当します。本校でも１月１３日にこの授業を行
いました。小・中別に発達段階に応じて、わかりやすく教えていただ
きました。

子ども達の健全育成のためには、保護者と共に地域の皆様の力が必
要です。これからも子ども達に、温かく、また時には厳しく接してい
ただきますようお願いいたします。



書き初め展開催中書き初め展開催中
現在、小・中全員の書き初め展を開催中です。身

の周りで毛筆の文字を見かけることが少なくなりま
したが、文字を正しく丁寧に、気持ちを込めて書く
事は、とても大切な事です。一人一人の作品は、そ
れぞれの持ち味を表していて、個性的です。ご来校
の折には是非ともご覧いただきたいと思います。

校内の生き物紹介校内の生き物紹介
「ふな太郎」君「ふな太郎」君
職員室前の水槽に、「ふな太郎」の名前で親しま

れている大きな「ふな」がいます。体長は約３０セ
ンチ程あり、まるい目のなかなか愛嬌のある顔をし
ています。４年ほど前に、亀岡の七谷川から宕陰校
に引っ越してきました。小さなふなと同居していま
すが、どっしりと落ち着いてて少々の事では慌てま
せん。ゆったりと構えていて、職員室に出入りする
人を観察しているようです。じっと顔を見つめてい
ると「えさ頂戴」と言っているような気がしてきま
す。毎日、狭い水槽では退屈でかわいそうなので、
広い池か川に戻してやろうかとの声も、ちらほらと
出てきています。

（ふな太郎君）


